
点で日吉谷に類似しており,原産地における製品製作への依存度が高いことを予想させる。

三条黒島,郡家田代出土石器群における角錐状石器の「嵌入」と交互剥離等の横長剥片剥

離技術との親縁性を重視すれば,上記の瀬戸内技法を主体とする狭義の国府系石器群とは

若干の時期差を認めるのが現段階では妥当と考える。

ところで,郡家田代では広島県冠地方 (飯山)の石材が搬入されており,他地域との交

流が想定された (本書第 5章 )。 冠遺跡群では,主要器種に角錐状石器の比率が高く,瀬

戸内技法を客体的に持ちながら,底面が固定されない板状石核素材を使用した横長剥片剥

離技術が卓越する内容をもつ 0)も ので,郡家田代の石器群中にも少なからず共通する石

器が見られる。角錐状石器の「嵌入」の動態を把握する上で,冠地方の石材が直線距離で

約160km離 れた讃岐地方にもたらさている事実は重要である。石材の搬入が集団の両原石

産地にわたる直接採取の結果か即断できないが,前提として,先に見た石器製作の「異所

展開」に保証された集団の広範囲に及ぶ遊動を想定する必要があり, これはまた,直接採

取か交換かは別として列島AT直後において発現 したとされる石材原産地の開発を契機と

する地域性 Q)が,完成された石器製作システムを背景として遊動領域を拡大 し,他地域

との接触が促進されることにより,内在的に変容しえた可能性も考えられる。日常的な回

帰遊動領域が拡大した結果として角錐状石器が「嵌入」したとすれば,そ こに集団の移住

や交換を契機として一部の器種が突如として搬入されることはあるとしても,む しろ漸次

的に共通要素が備わる過程も当然考慮されるべきである。)。

三条黒島において,角錐状石器の初期工程が瀬戸内技法の第 2工程前半段階と同列的に

共存する点は,在来のナイフ形石器を目的とする石器製作システムに,角錐状石器が別器

種として内在的に取り込まれた様相を示すものである。一方で,高松市中間西井坪遺跡で

は従来原産地のみで知られていた集中的な石器生産が,角錐状石器を中心として原産地か

らやや (約 5km)離れた地域で大規模に展開したことが予想され,同時に出土する石器

には国府型ナイフ形石器も含まれるが,二側縁加工や交互剥離石核から得られた横長剥片

を素材とするナイフ形石器など,冠地方に類似する形態のものが多い点は注目される。

この辺りの様相は,中間西井坪石器群の全体像が整理される中で,ま た新たな資料の増

加に従って次第に明らかになってくるであろうが,他地域との接触による新器種の受容が

三条黒島のように在来の石器製作システムに共存する形態として見られるだけではない可

能性も考えられることから,今後角錐状石器を組成する石器群の内容については検討を要

する点である。
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以上,角錐状石器が共存する以前のいわゆる「国府期」の単純資料が揃いつつある現状

を踏まえると,三条黒島や郡家田代の石器群は絹川氏の 2段階に相当するという見解は支

持されうるが,中間西井坪の状況は在来の石器製作システムとの関係や西部瀬戸内などの

他地域との比較を踏まえて,今後さらに検討する必要があるものと言える。

4 まとめ

近年知られるようになった五色台産サヌカイト石材分布圏における平野部の遺跡には,

石器の分布や組成,そ して礫群の欠如などに多様性や共通性があることを予察した。また,

石核の大きさや主要石器の再加工などにみられる石器の消耗度を基にして,従来から指摘

される国分台遺跡を中心とした五色台産サヌカイト石器製作に特徴的な「異所展開」シス

テムがかなり厳密に機能しており,当遺跡のブロックはその初期に行われた階梯である可

能性を考えた。

剥片剥離技術の面では,接合資料を基にして広義の瀬戸内技法に含まれる類型 1と 角錐

状石器との関係が考えられる類型 2を区分した。さらに,類型 2については角錐状石器と

横長剥片素材ナイフ形石器を特徴とする西部瀬戸内地方の剥離技術との関係について予察

し,それが在来の石器製作システムと共存することを指摘した。

編年的位置づけについては,角錐状石器が共存する以前の国府型ナイフ形石器を主体と

する狭義の「国府期」段階の資料と区別して,角錐状石器の「嵌入」後の時期の所産とし

た。そして,角錐状石器の「嵌入」が横長剥片剥離技術の台頭とともに,在来の石器製作

システムに影響を及ぼした可能性を予察し,今後の検討項目とした。

備讃瀬戸島嶼部から出土する膨大な石器量に比べ,今回の発掘調査で出土した石器量は

微々たるものである。しかし,一括資料としての把握と接合作業を通して具体化される石

材消費の状況と石器製作技術には,島嶼部では得られなかった情報が数多く盛り込まれて

いる。ここで提示されたものが,今回の資料のもつ情報のすべてとは決して言えず,ま た,

適切な資料提示であったかどうかの危惧もある。今後新たな資料が提示される毎に,フ ィー

ドバックされ,適宜補正されることが必要であろうし,ま た遡って原産地や島嶼部の石器

群の再評価を行うことが必要と考える。

僅か140点 あまりの資料をもとに予察を広げすぎ, まとまりのない後論となったが,残

余は後の課題としたい。
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なお,綾歌郡綾南町所在の西村遺跡で出土した旧石器関係資料を章末に掲載している。

西村遺跡は昭和53～58年度に国道32号線綾南バイパス建設等に伴って香川県教育委員会や

綾南町教育委員会によって発掘調査が行われた。D遺跡である。綾川中流域の羽床盆地中

央部で,東西に流れる御寺川の南北岸に広がる平坦な段丘面上に立地する。標高50mほ ど

の段丘面には後に中世土器生産に使用された良質な粘土層が発達し,窯跡や粘土採掘土坑

等が確認されている。これらの遺構埋土に混在して旧石器や縄文草創期の資料が出土して

いる。これらは中世遺構等に混在して出土 したものであるが,石器の表面はほとんど磨滅

がなく,近隣あるいは当該箇所に包含層が存在した可能性が高いものと考えられる。主要

なものに国府型ナイフ形石器,角錐状石器,尖頭器,有舌尖頭器等がある。主要石器の出

土地点を図上に示すと,延長700m以上にわたって分布 しており,広範囲にわたって旧石

器の遺跡が所在する様子が窺える。また,角錐状石器の分布が若干まとまる傾向にあるこ

とも注目される点である。今後周辺において石器ブロック等の遺構が確認される可能性が

高く,丸亀平野中央部と共に「遺跡群」として把握できる地域と考える。
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(54)佐藤竜馬編『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第24冊郡家田代

遺跡』香川県教育委員会 。香川県埋蔵文化財調査センター。日本道路公団 1996

(55)大西義則 。森下英治「中間西井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査概報平成 3年度』1992

(56)谷畑雅稔 。信里芳紀「中間東井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査概報』香川県教育委員会 。香川県埋蔵文化財調査センター 1997

(57)本書第 5章の石材産地分析で郡家田代遺跡の資料も同時に分析を依頼 した。三条黒

島遺跡の主たる剥片類 (普サヌ)がすべて「白峰」であるのに対 して,郡家田代で

は「金山」などを含んでおり,必ずしも一元的な石材環境にはないようである。分

析された「冠」産の石材は他に,消耗度の著 しい横長剥片石核や,二側縁加工のナ

イフ形石器の石質に共通する。肉眼観察を踏まえた石材別の資料提示は今後の課題

としたい。

(58)保坂康夫「第 1節礫群および配石」『寺谷遺跡発掘調査報告書』平安博物館1980

(59)小泉信司「(1)旧石器時代」『 日吉谷遺跡一四国縦貫自動車道』徳島県教育委員会 。

徳島県埋蔵文化財調査研究センター 1994
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(60)保坂康夫氏は,旧石器時代の礫群に関する地域的差違を検討する中で,西南日本を

礫群が特に卓越する地域として想定されている。確かに九州地方や近畿地方,あ る

いは中国山地では礫群を伴う遺跡は多い。 しかし,備讃瀬戸島嶼部のみならず讃岐

地方低地部の単純ブロックを形成する遺跡においても礫群の存在はこれまで確認さ

れていないという事実は,資料数が少ないとはいえ無視できない。元来礫群を保有

しない独自性の強い領域集団であった可能性と,現在海中に没する備讃瀬戸平原部

に礫群を保有する多数の遺跡が所在する可能性の両面から検討する必要がある。

保坂康夫「先土器時代の礫群の分布とその背景」『山梨考古学論集 I』 1986

(61)徳 島県埋蔵文化財調査研究センターの氏家敏之,原芳伸両氏に報告書掲載以外の剥

片類の状況についてご教示を得た。

(62)藤好史郎編「与島西方遺跡」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 4』 香

川県教育委員会 。本州四国連絡橋公団1985

(63)  (8) |モ ニ「可じ

(64)丸亀市徳安氏採集品に赤色頁岩製の縦長剥片素材ナイフ形石器がある。

(65)信里芳紀 。谷畑雅念「中間東井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査概報』香川県教育委員会 。 (財)香川県埋蔵文化財調査センター 1997

(66)氏家敏之「吉野川流域の国府型ナイフ形石器一国府型ナイフ形石器を主体とした二

遺跡のコントラストー」『徳島県埋蔵文化財センター研究紀要 真朱』第 2号 1993

(67)山 口卓也「旧石器時代における移動について」『 ヒストリア』第101号 1983

山口卓也「二上山を中心とした石材の獲得」『瀬戸内技法とその時代』中 。四国旧

石器文化談話会 1994

(68)絹川一徳「五色台産サヌカイトを中心とした石器石材の獲得と瀬戸内技法」『瀬戸

内技法とその時代』中 。四国旧石器文化談話会 1994

(69)(29)に 隔]じ

(70)羽曳野市教育委員会『旧石器人のアトリエ』 1995

(71)盤状剥片を並列的に剥離する冠技法 (山崎1976)や 交互に剥離する櫃石島技法 (間

壁1968)な どがその代表的なもので,比田井民子氏は求心的に景1離 を行う技法を含

めて, このような瀬戸内海沿岸地域に広く分布する技術を備讃瀬戸系横長剥片剥離

技術として総称している。

山崎信二「中 。四国における先土器文化の横剥技法」『考古学研究』22-31976
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間壁霞子「香川県坂出市櫃石島採集の石器」『倉敷考古館研究集報』第 4号 1968

比田井民子「東海地方,関東地方の横長剥片剥離技法」『瀬戸内技法とその時代』中 。

四国旧石器文化談話会 1994

(72)梅本健治「(3)B地点の調査」『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告(4)』 広島県教育委員会 1983

梅本氏の石核分類のⅡC類の一部に該当するものと思われる。

(73)大西義則 。森下英治「中間西井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査概報平成 3年度』1992

提示した石器 (第 193図3)は,先端部の調整加工は細かく施されるものの,下半の

大部分は粗い加工をそのまま残している。角錐状石器として分類可能ではあるが,

調整加工の途中で折損していることから見ても,製品として完成する以前に遺棄さ

れたと見るのが妥当であろう。三条黒島の類型 2は ,下半部の粗い加工面の形成過

程に類似するものと考える。

(74)山 口卓也ほか編『板井寺ケ谷遺跡―旧石器時代の調査―』兵庫県教育委員会 1991

(75)絹川一徳「近畿地方および中 。四国地方のAT降灰以降の石器群」『石器文化研究 5』

石器文化研究会 1996

(76)松藤和人「舟底形石器の編年的予察」『 1日石器考古学』

(77)稲 田孝司編『恩原 2遺跡』岡山大学文学部考古学研究室 1996

(78)松藤和人「大阪平野部における旧石器編年研究に寄せて」『 1日石器考古学』44 1992

(79)  (72)に  「司じ

(80)  (65)に  「司じ

(81)  (26)に  「司じ

(82)  (69)に  「司じ

(83)佐藤宏之『日本旧石器文化の構造と進化』柏書房 1992

(84)角錐状石器が元来備讃瀬戸地域において瀬戸内技法の発現当初から組成し,「嵌入」

として把握しない立場もある。藤好史郎氏は備讃瀬戸島嶼部与島西方遺跡A地点にお

ける出土状況と形態的類似性から国府型ナイフ形石器と角錐状石器は国府文化におい

て補完的関係にあるとする。また,縦長剥片素材ナイフ形石器等の「外来起源」の器

種が異質石材との結びつきが高いのに対して,角錐状石器は在地系石材を使用 してい

ることから,当該地域の国府文化の石器組成の一部をなした可能性を指摘 しており,
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事実,「嵌入」以前として確実に抽出できる瀬戸内技法単純資料は現段階できわめて限

られている。

しかし,日吉谷遺跡以外にも,備讃瀬戸島嶼部の羽佐島遺跡では大量に出土 したナ

イフ形石器のうち国府型ナイフ形石器の比率が比較的高 く,ま た遺跡全体での角錐状

石器の組成がきわめて低い点は,角錐状石器を一定量組成する与島西方の状況とは区

別されるべきものであろう。

また,中間西井坪遺跡の東方約600mの地点で確認された中間東井坪遺跡の資料は,

出土数は少ないもののファーストフレイク複数を含む瀬戸内技法関係の単純の組成を

示しており,羽佐島や日吉谷に対比できる資料である。

絹川氏や氏家敏之氏が指摘するように角錐状石器が当該地域に見られる以前に,瀬

戸内技法が卓越する段階が存在した可能性を考えた場合,角錐状石器の「嵌入」が具

体的にどのようなものであったか興味深い点である。郡家田代,三条黒島,与島西方

においては,藤好氏が指摘する角錐状石器や横長剥片素材ナイフ形石器と瀬戸内技法

とが融合する状況がみられ,郡家田代では冠産石材の持ち込みも見られた。後に述べ

るように,冠遺跡群B地点と石器群の様相は類似 しており,現段階ではそのような西

部瀬戸内地方との接触の結果として「嵌入」という現象を見ることも必要と考える。

一方で,中間西井坪,与島西方C地点,板井寺ケ谷上層などにおいて三稜尖頭器を

含む極めて九州地方に近い様相をもつ一群もあり,単純に模式するのは困難である。

ただ,中間西井坪では冠B地点と共通するナイフ形石器も多く,九州地方の直接的波

及と考えるには躊躇を覚える。

また,西部瀬戸内地方においても冠B地点以前の状況が今一つ明らかになっていな

い点も不確定要素であり,今後の資料の増加が望まれる。

藤好史郎「備讃瀬戸におけるナイフ形石器文化終末期の様相」『 1日石器考古学』38

1989

渡部明夫編『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 1羽佐島遺跡 I』 香川県教

育委員会 。本州四国連絡橋公団 1985

絹川一徳 (72)文献

氏家敏之「中 。四国におけるナイフ形石器文化後半期の小型ナイフ形石器の様相」『第

13回中 。四国旧石器文化談話会発表要旨』1996

(85)秋山 忠「西村遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報』香川県教育委員会1979
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沢井静芳 。六車 功『一般国道32号線綾南バイパス建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告 西村遺跡』香川県教育委員会 1980

廣瀬常雄ほか『一般国道32号線綾南バイパス建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

西村遺跡Ⅱ』香川県教育委員会 1981

廣瀬常雄ほか『一般国道32号線綾南バイパス建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

西村遺跡Ⅲ』香川県教育委員会 1982

渡部明夫「西村遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報 昭和57年度』香川県教育委員会

1983

大佐古直生『久米加石油ガソリンスタンド建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 西村遺跡』

綾南町教育委員会 1984

佐藤竜馬「西村遺跡の再検討」『 (財)香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要Ⅳ』(財)

香川県埋蔵文化財調査センター 1996
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図版 1(三条黒島遺跡)
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図版 2(三条黒島遺跡 )
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図版 3(三条黒島遺跡 )
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図版 4(三条黒島遺跡)
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図版 6(三条黒島遺跡)

IⅡ 区 SD-01003・ 04005(北 よ り)

SD-01 断面 (南 より)



図版 7(三条黒島遺跡)

SD-01。 SD-02 分岐部分

SD-01・ 02(東 より)



図版 8(三条黒島遺跡 )

Ⅲ区 SD-09。 10(東 より)

IⅡ 区中世遺構と礫層面 (南より)



図版 9(三条黒島遺跡 )
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図版10(三条黒島遺跡)
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図版11(三条黒島遺跡 )
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図版12(三条黒島遺跡)

理

癸 、.

IV区  遺構検出状況

,     、

1卜・
S× -07(西 東より)

SD-19(東 より)



図版13(三条黒島遺跡 )
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角錐状石器 (156)

図版14(三条黒島遺跡)
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図版15(三条黒島遺跡)

石核 (153)

石核 (1001)



図版16(三条黒島遺跡 )

接合資料 1+接合資料 2の接合状態



図版 17(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 接合状態



図版18(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 第 1段階



図版19(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 第 1段階 削器 (112)剥取



図版20(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 第 2段階 横長剥片 (2004)景 1取



図版21(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 第 2段階 打面調整 (14+99・ 85)



図版22(三条黒島遺跡)

接合資料 1 第2段階 横長景1片 (2003+157・ 2005。 1007+100)剥 取



図版23(三条黒島遺跡 )

接合資料 1 打面調整 (54)。 石核 (168)・ 剥片 (86+150)。 有加工痕剥片 (1002)



図版24(三条黒島遺跡 )

接合資料 2 接合状態



図版25(三条黒島遺跡 )

接合資料 3 接合状態



図版26(三条黒島遺跡)

接合資料 3 構成剥片



図版27(三条黒島遺跡 )

接合資料 4 接合状態



図版28(三条黒島遺跡)

接合資料 5 接合状態

接合資料 7 接合状態



図版29(三 条黒島遺跡 )

接合資料 6 接合状態



図版30(三条黒島遺跡)

接合資料 8 接合状態



図版31(三条黒島遺跡)

弥生～古墳時代溝出土遺物



図版32(三条黒島遺跡 )
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図版33(三条黒島遺跡)
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図版34(三条黒島遺跡)
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図版35(三条黒島遺跡)
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図版36(三条黒島遺跡)
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図版37(三条黒島遺跡 )



図版38(三条黒島遺跡 )
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図版39(三条黒島遺跡 )
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図版40(三条黒島遺跡)
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図版41(三条黒島遺跡)
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図版42(三条黒島遺跡)
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図版43(川西北七条 I遺跡)

調査地空中写真



図版44(川 西北七条 I遺跡 )

調査地遠景 (西より)

2区①全景



図版45(川西北七条 I遺跡)

1区②全景

3区全景



図版46(川西北七条 I遺跡)

北群石器出土状況 (北 より)

北群石器出土箇所土層断面
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図版47(川西北七条 I遺跡)

北群石核出土状況
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図版48
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図版49(川西北七条 I遺跡)
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図版50(川西北七条 I遺跡)
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図版52(川西北七条 I遺跡)

SD-03獣 骨出土状況
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図版53(川西北七条 I遺跡)
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図版56(川西北七条 I遺跡)



図版57(川西北七条 I遺跡)

北群出土石器 (2)



図版58(川西北七条 I遺跡)

北群出土石器 (3)



図版59(川西北七条 I遺跡)

北群出土石器 (4)



(川西北七条 I遺跡)

北群出土石器 (5)



図版61(川西北七条 I遺跡)
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北群出土石器 (6)



図版62(川西北七条 I遺跡)
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南群出土石器 (1)



図版63(川西北七条 I遺跡)
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南群出土石器 (2)



図版64(川西北七条 I遺跡)
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図版65(川西北七条 I遺跡)
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図版66(川西北七条 I遺跡)

南群出土石器 (接合資料)



図版67(川西北七条 I遺跡)
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図版68(川西北七条 I遺跡)

SD-02出 土遺物 (2)・ 包含層出土遺物



図版69(川西北七条 I遺跡)

SD-03 出土遺物 (1)



図版70(川西北七条 I遺跡)



図版71(川西北七条 I遺跡)
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SD-04・ 05出土遺物



図版72(川西北七条 I遺跡)

SR-01出 土遺物 (1)



図版73(川西北七条 I遺跡)
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図版74(川西北七条 I遺跡)

SR-01出 土遺物 (3)・ SX-01出 土遺物



図版75(川西北七条 I遺跡)

SR-01出 土遺物 (4)



図版76(川西北七条 I遺跡)
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図版77(川西北七条 I遺跡)

123

SR-01出 土遺物 (6)
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図版78(川西北七条 I遺跡)
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